
ア） 専門研修課程Ⅰ・ ・ ・ ３ ３ 時間

【 必須講義・ 演習・ ・ ・ 24時間】

課目
形式
時間

内容

8: 00
～
8: 50

受付

8: 50
～
9: 00

開会・ オリ エンテーショ ン

9: 00
～

11: 00
①介護保険制度論

講 義
2時間

　 介護保険全般にわたる ト ピ ッ ク ス な話題、 介護支援
専門員と し て十分理解し ておく べき 事項等についての
講義。

11: 10
～

12: 10

③ケアマネジメ ント と それを担う
介護支援専門員の倫理

講 義
1時間

　 ケアマネジメ ント と それを担う 介護支援専門員が基
礎的に備える べき 、 利用者主体、 自立支援、 公平中
立、 権利擁護、 守秘義務、 利用者ニーズの代弁等の倫
理を徹底し て講義。

12: 10
～

13: 10
昼食・ 休憩

13: 10
～

16: 10

④ケアマネジメ ント のプロ セス と
その考え方

講 義
3時間

　 アセス メ ント 、 プラ ンニング、 ケアカンフ ァ レ ン
ス ・ サービス 調整、 モニタ リ ングの持つ意味と 重要性
について実際の事例を使って講義。

8: 00
～
9: 00

受付

9: 00
～

13: 45

⑤保健医療福祉の基礎理解（ ⅰ）
　 「 高齢者の疾病と 対処及び主治医
と の連携」

講 義
４ 時間

内45分
休　 憩

　 高齢者に多い疾患の特徴（ 主訴、 症状、 病態、 治
療、 予後等） と その対処法（ 介護上の注意、 薬剤の特
徴） 、 感染予防の基礎知識について講義。 主治医と の
効果的な連携方法について事例を活用し て講義。

13: 50
～

15: 50

⑦保健医療福祉の基礎理解（ ⅲ）
　 「 人格の尊重及び権利擁護」

講　 義
2時間

　 高齢者虐待問題の状況、 介護支援専門員が業務の中
で日常的に権利擁護者と し て果たす役割、 成年後見制
度や福祉サービス のあら ま し と その活用及び高齢者の
虐待防止法の内容、 自治体と の連携等を具体的な事例
を活用し て講義。

16: 00
～

18: 00

②対人個別援助技術
　 ( ソ ーシャ ルケース ワ ーク ）

講　 義
２ 時間

8: 00
～
9: 00

受付

9: 00
～

17: 00

②対人個別援助技術
　 ( ソ ーシャ ルケース ワ ーク ）

演　 習
 7時間
内１ 時
間休憩

8: 00
～
9: 00

受付

9: 00
～

12: 00

⑥保健医療福祉の基礎理解（ ⅱ）
「 社会資源活用」

講　 義
３ 時間

　 生活保護制度、 身体障害者施設、 老人福祉施策、 生
活福祉資金など の概要について講義する と と も に、 関
連する 機関・ ボラ ンティ ア等と の連携・ 協力・ ネッ ト
ワ ーク の構築方法、 イ ンフ ォ ーマルな社会資源の活用
と 働き かけ、 高齢者向け商品・ サービス に関する 状
況、 消費者センタ ーなど の活動と 連携について講義。

平成２ ３ 年度介護支援専門員専門研修（ 専門研修課程Ⅰ） プロ グラ ム

  対人援助における 面接・ コ ミ ュ ニケーショ ン技法を
事例を活用し たり 、 実際にロ ールプレ イ 等を活用し て
学ぶ。 ま た、 自ら の事例を振り 返る など し 、 問題、 課
題点を導き だし 、 技術のレ ベルアッ プを図る 。

　 ( 1)  開催地（ 県央・ 県北） のど ちら かを選択し てく ださ い。
　 ( 2)  県央を希望さ れる 方は、 さ ら に第3日程の②対人個別援助技術（ ソ ーシャ ルワ ーク ） について、 7月4日又は7月5日
　 　 のど ちら かを選択し てく ださ い。

必
須
課
目

第
2
日

日時

第
1
日

県央
　 7/１ （ 金）

県北
　 7/７ （ 木）

県央
7/４ （ 月） 又は
7/5（ 火） の選択

県北
7/11（ 月）

第
４
日

県央
7/9（ 土）

県北
7/16（ 土）

県央
　 7/3（ 日）

県北
7/10（ 日）

第
3
日



8: 00
～

9: 00
受付

9: 00
～

12: 00

⑧保健医療福祉の基礎理解( ⅳ）
リ ハビリ テーショ ン

講 義
3時間

　 リ ハビリ テーショ ンの可能性・ 見通し に関する アセ
ス メ ント （ リ ハビリ テーショ ン・ アセス メ ント ） の必
要性と 意義、 各サービス を活用する 際のリ ハビリ テー
ショ ンの視点の重要性、 リ ハビリ テーショ ン専門機
関・ 専門職と の連携方法等について｡

12: 00
～

12: 45
昼食・ 休憩

12: 45
～

15: 45

⑩サービス の活用と 連携（ ⅰ）
「 訪問介護・ 訪問入浴介護」

講 義
3時間

　 自立支援を目的と する 予防給付及び介護給付サービ
ス における 内容を再確認さ せる と と も に、 特色実態等
を解説。 活用の際の目標設定の仕方、 サービス 事業者
と の具体的な情報交換（ 提供し なければなら ない情報
と 提供を求める 情報） ・ 連携の方法と 留意点、 居宅
サービス 計画と 訪問介護計画の関連付け、 各サービス
の活用事例、 モニタ リ ングの方法等について講義｡

16: 00
～

19: 00

⑪サービス の活用と 連携（ ⅱ）
「 訪問看護・ 訪問リ ハビリ テーショ
ン」

講 義
3時間

　 自立支援を目的と する 予防給付及び介護給付サービ
ス における 内容を再確認さ せる と と も に、 特色実態等
を解説。 活用の際の目標設定の仕方、 サービス 事業者
と の具体的な情報交換（ 提供し なければなら ない情報
と 提供を求める 情報） ・ 連携の方法と 留意点、 居宅
サービス 計画と 訪問介護計画の関連付け、 各サービス
の活用事例、 モニタ リ ングの方法等について講義。

8: 00
～
9: 00

受付

9: 00
～

12: 00

⑨保健医療福祉（ ⅴ）
「 認知症高齢者・ 精神疾患」

講 義
3時間

　 認知症高齢者・ 精神疾患に関する 、 医学的、 心理的
基礎知識と その支援法について講義。 ま た、 認知症高
齢者における アセス メ ント と ケアプラ ン作成の際の基
本的考え方、 各種サービス の活用法、 連携する 際の留
意点、 家族等への支援方法について講義。

12: 00
～

12: 45
昼食・ 休憩

12: 45
～

15: 45

⑫サービス の活用と 連携（ ⅲ）
「 居宅療養管理指導」

講 義
3時間

　 居宅療養管理指導の内容を再認識さ せる と と も に、
主治医に伝える べき 情報、 主治医から 得なく てはなら
ない情報、 について解説。 居療養管理指導の活用事
例、 医療関係職の各用と 連携について講義。

16: 00
～

19: 00

⑬サービス の活用と 連携（ ⅳ）
「 通所介護・ 通所リ ハビリ テーショ
ン」

講 義
3時間

　 自立支援を目的と する 予防給付及び介護給付サービ
ス における 内容を再確認さ せる と と も に、 特色実態等
を解説。 活用の目的設定の仕方、 サービス 事業者と の
具体的な情報交換（ 提供し なければなら ない情報と 提
供を求める 情報） ・ 連携の方法と 留意点、 居宅サービ
ス 計画と 通所介護計画、 通所リ ハビリ テーショ ン計画
の関連付け、 サービス の活用事例、 モニタ リ ングの方
法等について講義。

8: 00
～
9: 00

受付

9: 00
～

12: 00

⑭サービス の活用と 連携（ ⅴ）
「 短期入所・ 介護保険施設」

講 義
3時間

　 短期入所サービス に活用方法、 活用の際の目的設定
の仕方、 利用前・ 後の情報交換（ 提供し なければなら
ない情報と 提供を求める 情報） ・ 連携の方法と 留意
点、 居宅サービス 計画の位置づけ方、 居宅サービス 計
画と の関連付け、 介護予防における 考え方、 各サービ
ス の活用事例について講義。 介護保険施設（ 介護老人
福祉施設） を利用者に紹介する 際の留意点や退所・ 退
院計画を作成する 際の留意点、 施設担当者と の連携方
法について講義。

12: 00
～

12: 45
昼食・ 休憩

12: 45
～

15: 45

⑮サービス の活用と 連携（ ⅵ）
「 介護保険施設
・ 認知症対応型共同生活介護
特定施設入居者生活介護」

講 義
3時間

　 介護保険施設・ 認知症対応型共同生活介護・ 特定施
設入居者生活介護における 施設選択の留意点、 施設担
当者と の連絡方法について講義。 ま た、 こ れら の各
サービス 計画を作成する にあたっての留意点について
講義。

16: 00
～

19: 00

⑯サービス の活用と 連携（ ⅶ）
「 福祉用具・ 住宅改修」

講 義
3時間

　 福祉用具・ 住宅改修関係の知識の向上と その導入・
活用の方法、 活用のための基本的な視点、 福祉用具専
門相談、 供給事業者と の連携方法、 モニタ リ ングの方
法について講義。

県央
8/6（ 土）

第
1
日

県央
8/７ （ 日）

第
3
日

県央
8/11（ 木）

【 選択講義・ ・ ・ 9時間】

　  ( 1)  選択講義⑧～⑯の9科目のう ち４ 課目を選択し 、 希望する 順に番号（ １ ， ２ ， ３ ， ４ ） を記入し てく ださ い。
　  ( 2) 実際に受講し ていただく のは、 3課目ですが定員の関係上、 調整さ せていただく 場合があり ま す。

選
択
講
義

第
2
日


